
参考資料
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策定の過程資料１
本方針の策定にあたっては、専門知識を有する委員から構成される「はぐくみの軸強化方針検

討会」を設置し、方針の内容について検討を進めました。
また、関係団体等との意見交換やオープンハウス、パブリックコメントの実施により、多様な

意見を伺い方針に反映させました。

（１）はぐくみの軸強化方針検討会委員
分野 氏名（敬称略） 所属

検
討
会
委
員

みどり 愛甲哲也 北海道大学大学院農学研究院 准教授

景観・地域
まちづくり 石塚雅明 株式会社石塚計画デザイン事務所 顧問

都市開発 門田高朋（第１回～第３回）
大谷英基（第４回～第７回）

独立行政法人都市再生機構東日本都市再生本部
北海道まちづくり支援事務所所長

都市計画・景観 岡本浩一 北海学園大学工学部 教授

交通 高野伸栄 北海道大学大学院工学研究院 教授

都市計画・観光 西山徳明 北海道大学観光学高等研究センター 教授

経済 藤井將博 札幌商工会議所住宅・不動産部会副部会長
（株式会社藤井ビル 代表取締役）

都市計画 村木美貴
【座長】 千葉大学大学院工学研究院 教授

景観 森朋子 札幌市立大学デザイン学部 准教授
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令和３年度の検討状況のまとめ

（２）方針策定過程

庁内
調整 検討会 市民意見等の反映・周知

令
和
３
年
度 関

係
部
局
と
の
検
討
・
意
見
交
換
会
の
実
施
な
ど

令
和
４
年
度

大通及びその周辺のまちづくり方針 策定

方針案公表

第1回検討会（R3.10.25）
• 背景、位置づけ、課題の整理 等

第2回検討会（R3.12.17）
• ゾーン毎の強化の考え方の検討 等

第3回検討会（R4.3.8）
• はぐくみの軸全体及びゾーン毎の
目指すべき将来像の検討 等

第4回検討会（R4.7.28）
• 全ゾーン共通の取組の方向の検討 等

第5回検討会（R4.10.4）
• ゾーン毎の取組の方向の検討 等

第6回検討会（R4.11.15）
• 取組の方向に関するのビジュアル
イメージの検討 等

第７回検討会（R5.8.21）
• 方針修正案の確認

関係団体等との意見交換
• 開催期間 ：R4.2.8～3.9
• 団体数 ：６団体※
※まちづくり団体、民間事業者等

• 意見交換の主なテーマ：
対象エリアの課題認識
他のエリアとの棲み分け 等

オープンハウス（R4.9.11～12）
• 検討中の方針の概要の周知
• 検討内容についての意見交換

パブリックコメント
（R5. 6.22～7.21）

令
和
５
年
度

最
終
取
り
ま
と
め
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１．開催概要
①イベント名
オープンハウス39

『大通沿道のまちづくりと都心のみどりづくり』
②開催目的
・検討中の方針の概要を市民の皆様に知ってもらうこと
・来場した方にご意見をいただき方針に反映させること
③開催時期
・令和4年（2022年）9月11日（日）11:00～17:00

12日（月）11:00～19:00 の２日間
④会場
札幌駅前通地下歩行空間（チ・カ・ホ）内
北大通交差点広場（西）
⑤実施概要
検討中の方針に関するパネルを展示し、「はぐくみの

軸12の将来像」については共感する項目へのシール投票
を行いました。また、まちづくり等に関する意見を旗に
見立てた付箋に記載して頂き、大通周辺の大判マップに
置くことで、意見の内容と対象となるエリアの可視化を
試みました。
※本方針との関係が深く、連携・整合を図ることとして
いる「札幌市都心のみどりづくり方針」に関するパネル
展示・意見収集も併せて実施

■当日の様子

オープンハウス開催概要資料２

⑥来場者数
420名（二日間合計）

■案内ポスター

39【オープンハウス】特定の会場に説明パネルを展示し、自由にパネルを閲覧する参加者と巡回する担当者が対話しながら行う
意見集約の手法。
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「はぐくみの軸12の将来像」の共感できる項目に一人
３つまで投票をして頂きました。
結果は次のページの通りとなりました。

■展示パネル
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はぐくみの軸12の将来像
※オープンハウス開催時の案 一日目 二日目 合計

①【象徴性】
大通がもつ札幌都心の象徴性が継承されている 62 82 144

②【創造性】
大通ならではの文化・魅力・活力が育ち
世界から投資や人材を呼び込んでいる

30 36 66
③【ライフスタイル】
大通らしい魅力あるライフスタイルが
国内外に認識されている

46 57 103
④【まちづくり】
時代の流れに柔軟に対応した
官民協働のまちづくりが進められている

24 23 47
⑤【ユニバーサル】
大通公園や沿道の公共的空間などが
全ての人々にとって居心地の良い場として親しまれている

66 65 131
⑥【健康的な暮らし】
訪れる人の心身の健康を増進させる環境が整っている 30 23 53

⑦【居心地がよく歩きたくなるまち】
大通沿道の一体的な空間を
安全・快適に楽しく回遊できる

71 99 170
⑧【快適な交通環境】
東西に長い大通を快適・円滑に移動することができる 41 52 93

⑨【都市の景観】
大通の資源を活かした
はぐくみの軸ならではの景観が形成されている

39 34 73
⑩【みどり】
大通公園を中心に
連続的にみどりの空間が形成されている

72 82 154
⑪【脱炭素化】
2050年のゼロカーボン都市の実現に向けた
先進的な取組が進められている

29 22 51
⑫【防災】
大通の防災機能が強化されている 48 43 91

１日目 ２日目

２．将来像に対する意見

■得票数のまとめ

■「はぐくみの軸１２の将来像」に対する投票結果

3位

1位

2位
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３．寄せられた意見の一部

■オープンハウス終了時の大判マップ（真上から撮影したもの）

西Aゾーン周辺西Bゾーン周辺
沿道ビルから大通公園を眺めるスポットがほしい
大通公園沿道にテラスのあるレストランを作って
ほしい
道庁から大通公園までの動線を自然にしてほしい
体が不自由でも動きやすい環境にしてほしい
公園で静かに過ごせるようにイベントと棲み分け
てほしい
イベント時公園内が通りにくいので歩道が広い方
がいい
子供が遊べて芝生やベンチで飲食しやすい環境に
してほしい

など

地下と地上にお店がいろいろある通りがあり、
それらがこれからも楽しいものであってほしい
時計台の周囲にもっと緑が増えてほしい
今あるライラックや花などの緑を今後も大切にし
てほしい
エレベーターを増やしてほしい
東１丁目まで大通公園が広がってほしい
飲食や勉強・ワーク作業ができるテーブルと椅子
がほしい
イベント時に休めるところを増やしてほしい
大きなイベントだけでなく市民が気軽に使える
イベントもほしい

など

西Cゾーン周辺 東ゾーン周辺
お弁当を食べたり休憩できるスペースがあると
良い
子どもたちと過ごせる空間や、街中でピクニック
ができるエリアがあったらいい
静かな雰囲気がよい
バラの花壇や札幌市資料館はもっとたくさんの
人に来てもらいたい
札幌市資料館の窓から見る大通公園の紅葉が
最高

など

歩ける空間に座れる椅子がいっぱいほしい
歩道橋がなくても通れるようにしてほしい
明るい空間にして歩きやすくしてほしい
地上、地下にみどころがほしい
地下鉄バスセンター前駅からサッポロファクト
リーまで地下通路で繋げてほしい
東側にもお店を作って、東8丁目まで賑やかに
なり、地上を歩く人が増えてほしい

など

■意見を書いた旗を立てた大判マップ

知事公館
近代美術館

豊平川
特定のエリアに
係らない意見

石
山
通

西
８
丁
目
通

西
７
丁
目
通

大通北線

大通南線

南一条通

北一条通

福
住
・
桑
園
通

北３条通
（うけつぎの軸）

札
幌
駅
前
通
（
に
ぎ
わ
い
の
軸
）

創
成
川
通
（
つ
な
が
り
の
軸
）

東
４
丁
目
通
（
い
と
な
み
の
軸
）

西
３
丁
目
通

西
２
丁
目
通

東
８
丁
目
篠
路
通

特定のエリアに係らない意見
ユニバーサルスタイルのまちづくりに力を入れて
ほしい。

など

一年を通して散歩等で歩きやすい空間になってほ
しい
半屋外空間屋根のあるスペースがあってもいい

はぐくみの軸
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パブリックコメント資料３

1 意見募集概要
（1）意見募集期間

令和５年（2023年）６月22日（木）～7月21日（金）（30日間）
（2）意見募集方法

ホームページ意見募集フォーム、持参、郵送、ファックス、電子メール
（3）資料配布・閲覧場所

〇札幌市役所本庁舎5階 まちづくり政策局都心まちづくり推進室
2階 市政刊行物コーナー
1階 ロビーパンフレット台

〇各区役所総務企画課広聴係
〇各まちづくりセンター（桑園、大通・西、本府・中央、東北・東、苗穂）

2 意見の内訳
（1）意見提出者数及び意見提出件数

〇意見提出者数 ６人
〇意見提出件数 29件

方針案の項目 意見数 割合

第１章 目的と位置づけ 1 3.4%

第２章 はぐくみの軸を取り巻く現状・課題 10 34.5%

第３章 はぐくみの軸全体の強化方針 0 0.0%

第４章 ゾーン別の強化方針 7 24.1%

第５章 重点的に進める取組 9 31.0%

第６章 取組の推進にあたって 2 6.9%

参考資料 オープンハウス開催概要 0 0.0%

合計 29 100.0%

※方針案と直接の関係がないご意見（他事業へのご意見等）については、非公開



（２）意見の概要と札幌市の考え方
第１章 目的と位置づけ

第２章はぐくみの軸を取り巻く現状・課題

意見
番号

該当
ページ 意見の概要 札幌市の考え方

1 4

「100年先の未来を見据え、今後
20年間で実現したい将来像」と
あるが、「実現可能性の高い内
容」や「現時点で考えられる内
容」に限定されており、夢のあ
る未来に感じない。
例えば、景観としても重要なテ
レビ塔の将来像について、100年
先の未来を見据えて、将来に検
討していく事項として言及して
も良いと感じた。

本方針では、まちづくりの理念で「象
徴性の継承」に合わせ「新たな価値の
創造」も掲げており、官民連携により、
方針の実現に向けた新たな取組を推進
していきたいと考えております。
なお、本方針はまちづくりの考え方を
示すものであり、個別の施設の計画ま
では記載しておりませんが、さっぽろ
テレビ塔の価値の維持・向上が図られ
ることは、まちづくりの観点からも重
要と考えていることから、68ページ
「1）大通・創世交流拠点における象
徴的空間の創出」などにさっぽろテレ
ビ塔の記載を加えました。今後、さっ
ぽろテレビ塔等との連携を考慮した
「象徴的空間の創出」に取り組んでい
きたいと考えております。

意見
番号

該当
ページ 意見の概要 札幌市の考え方

2 8

まちのリニューアルとあるが、
老朽化対策や使いやすくする等
は必要だが、札幌市資料館等、
リニューアルをしない方が良い
ものもある。

札幌市資料館等の歴史的資源は大通及
びその周辺の象徴性を形成する重要な
要素と考えております。
そのような価値ある資源を継承しなが
ら、新たな価値を生み出していくこと
を目指し、まちづくりの理念を「象徴
性の継承と新たな価値の創造」と設定
しております。

3 9

「保育施設の増加」が示されて
るが、何故このデータが示され
たのかがわかりにくい。
東ゾーンについては、将来的に
どういう機能を確保したいかが、
読み進めてもあまり見えてこな
い。
共同住宅のエリアをもう少し集
約したいとか、商業施設を増や
したいなどの機能面での取組目
標があるのであれば、それに関
連するデータを示す方が有効で
はないかと思う。

本方針の第２章では、現状と課題を示
しており、ご指摘の箇所は大通周辺建
物の機能分布に変化が生じていること
を示したものになります。
本方針では、このような時代の変化に
柔軟に対応しながら、新たな価値を創
造し続け、札幌市民が世界に誇れる、
魅力と活力にあふれる都心の実現に寄
与すること等を策定の目的としており
ます。

4 10
電気の無駄づかいであるため、
札幌ホワイト・イルミネーショ
ンは廃止してほしい。

本方針は大通及びその周辺のまちづく
りの方向性を示す方針として取りまと
めているため、具体の施策につきまし
ては今後、個別に検討してまいります。
大通公園の在り方の検討につきまして
は、本方針の内容も踏まえながら、頂
戴したご意見も参考に今後検討してま
いります。

83
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（２）意見の概要と札幌市の考え方
意見
番号

該当
ページ 意見の概要 札幌市の考え方

5 10 食べもののイベントが大通公園
にありすぎると思う。

本方針は大通及びその周辺のまちづく
りの方向性を示す方針として取りまと
めているため、具体の施策につきまし
ては今後、個別に検討してまいります。
大通公園の在り方の検討につきまして
は、本方針の内容も踏まえながら、頂
戴したご意見も参考に今後検討してま
いります。

6 10

西B・Cゾーンは地下歩行ネット
ワークがなく、東ゾーンについ
ても隣接する施設への接続が進
んでいないことから、西Aゾーン
以外は「回遊性が高い」とは言
えない。

対象エリア内には、地上には大通公園、
地下には東西方向に地下鉄コンコース
やさっぽろ地下街「オーロラタウン」、
南北方向に札幌駅前通地下歩行空間や
さっぽろ地下街「ポールタウン」があ
り、地上・地下の回遊性が高いエリア
であると考えております。
このような意図が伝わりやすくなるよ
う、10ページ「4）地上・地下の回遊
性」、36ページ「将来像⑤ユニバーサ
ルなまち」の記載を修正します。

7 14

景観については、西ABCゾーンが
景観計画重点区域となっている
が、大通公園周辺の再開発で議
論になる高さ規制がなされるべ
きなのか、景観に配慮しながら
も効率性や利便性を追求してい
くのかについて、方向性を示し
ても良いのではないかと感じた。

都心においては、札幌の最も中心的な
拠点として都市機能の集積を図ること
が重要であることから、札幌市では、
都心の中で特に高度利用を図るべき容
積率600％以上のエリアでは、高さ制
限を定めておりません。一方で、大通
公園と沿道建物との景観的調和は重要
な課題と認識しております。このこと
から、大通の沿道で高さ制限のない区
域では、新たに高さ制限を定めるので
はなく、大通公園や隣接建物との連
携・調和を意識して建物の配置や意匠
等を工夫することを通じて、はぐくみ
の軸ならではの景観形成を目指してい
きたいと考えております。このような
意図が伝わりやすくなるよう、38ペー
ジ「将来像⑨資源を活かした景観」に
「健全な高度利用と良好な景観形成の
両立」を図る旨の記載を加えておりま
す。

8 14

東ゾーンの景観についてはどの
ように取り扱っていくのか。
軸が豊平川まで伸びているため、
シンボルとなるテレビ塔、豊平
川との接続地点、大通の沿道に
おいて形成する景観等について、
何か言及されていても良いよう
に感じた。

第5章で「大通公園東側の新たなオー
プンスペースの創出」「創成川より西
側のにぎわいを東側まで波及させる連
続性ある空間の形成」を重点的に進め
る取組として位置付けており、これら
のオープンスペース創出と合わせて、
大通沿道の街並みとの調和を考慮した
一体感のある景観形成を図ってまいり
ます。



（２）意見の概要と札幌市の考え方

第４章 ゾーン別の強化方針

意見
番号

該当
ページ 意見の概要 札幌市の考え方

9 16

自動車交通量の減少傾向の理由
は、郊外型のショッピングモー
ルの建設により、買い物客の行
き先が都心部から離れたことな
ども一因としてあると思われま
すが、都心部の再開発が進み、
集客施設が充実することで今後
の都心回帰も予想されるのでは
ないか。
また、積雪期の渋滞の状況など
も把握する必要があるように感
じた。

札幌市では、居心地が良く歩きたくな
るまちなかづくりを進めており、具体
的な施策を検討する段階では、ご意見
のとおり、交通量の動向や積雪期の渋
滞の状況の把握なども行いながら検討
を進める必要があると認識しておりま
す。

10 26
エリアマネジメント活動の展開
について、どのように本方針が
関わっていくのかが見えない。

時代の流れに柔軟に対応した市民・企
業・行政などの協働によるまちづくり
を進める必要があると考えており、新
たなエリアマネジメント団体の組成や、
地区ごとのまちづくりルール策定など
の、地域主体のまちづくり活動を促進
してまいります。

11 27

人を中心とした安全で快適な交
通環境を形成、自転車利用環境
の創出、総合的な駐輪対策の推
進等があるが、具体性に欠ける。
自転車通行帯を設け、自転車と
電動キックボードを走行させ、
車道の境界をポール等で区切る
ことで、自動車の入り込みや路
上駐車を削減できる。

本方針は大通及びその周辺のまちづく
りの方向性を示す方針として取りまと
めているため、具体の施策につきまし
ては今後、個別に検討してまいります。
東西に長いはぐくみの軸を円滑に移動
することができる環境作り等に向け、
頂戴したご意見も参考に今後検討して
まいります。

意見
番号

該当
ページ 意見の概要 札幌市の考え方

12 44～55
大通公園はバリアフリー化され
ていないと感じるため、障がい
者トイレを増やしてほしい。

本方針は大通及びその周辺のまちづく
りの方向性を示す方針として取りまと
めているため、具体の施策につきまし
ては今後、個別に検討してまいります。
大通公園の在り方の検討につきまして
は、本方針の内容も踏まえながら、頂
戴したご意見も参考に今後検討してま
いります。

13 48～55

大通公園は、公園機能だけでは
なく、道路通路でもあるため、
９丁目と10丁目、11丁目と12丁
目を繋げないでほしい。車道と
歩道を現状のまま確保してほし
い。

本方針は大通及びその周辺のまちづく
りの方向性を示す方針として取りまと
めているため、具体の施策につきまし
ては今後、個別に検討してまいります。
大通公園の在り方の検討につきまして
は、本方針の内容も踏まえながら、頂
戴したご意見も参考に今後検討してま
いります。

85



86

（２）意見の概要と札幌市の考え方
意見
番号

該当
ページ 意見の概要 札幌市の考え方

14 57

「東4丁目通の整備により、地域
内の南北の歩行環境の向上が図
られる予定である」との記述が
あるが、クランク解消だけでは
なく、今回の計画の対象範囲で
ある大通～北一条通間について
も整備を行い、歩行環境の向上
を図る予定か。
歩行環境の向上のために、現在
の４車線道路を２車線に減少さ
せる計画か。今後の当地区での
交流人口の増加を想定した時に、
車道（車線数）の不足がないか
を検証する必要がある。

東4丁目通の整備は、創成東地区まち
づくりの基軸にふさわしい空間形成、
及び、安全・安心で快適な歩行空間を
実現するために、クランク区間の解消
するとともに、車道を2車線に減少さ
せた上で歩道の拡幅を行うものです。
対象区間は大通から北５条までの区間
であるため、大通～北一条間について
も整備を行います。
車線数の減少については、将来交通量
を推計し、交通への影響を検証した上
で実施を決定しております。

15 57

ゾーン特性に「豊平川において、
河川区域の利活用を目指した市
民による取組が進められてい
る」とあるが、今後、豊平川に
おいてもはぐくみの軸と関連性
のある取組を展開する予定か。

すでに市民により豊平川河川敷を活用
したにぎわいづくりなどの取組が行わ
れており、このような取組を支援しな
がら、今後、はぐくみの軸の強化に向
け、官民協働で取り組んでまいります

16 57

都心まちづくり計画には「東西
市街地の連続性の強化と既存地
下通路の充実による地上地下の
歩行者ネットワークの形成」
「地下鉄駅を中心とした回遊の
結節機能の向上」「安全安心な
移動環境の創出」「中央体育館
跡地並びに周辺の有効利用の検
討」などが取組として示されて
いたのに対し、本方針ではこの
ことに触れていない。触れたう
えでどのように展開するかを整
理する必要がある。

本方針は第二次都心まちづくり計画を
上位計画として定めるものであり、63
ページ「将来像⑦居心地がよくあるき
たくなるまち」、64ページ「将来像⑧
円滑な移動環境」、65ページ「将来像
⑩連続的につながるみどり」等の「取
組の方向」や「主な取組例」に、ご指
摘の取組について記載しています。
なお、中央体育館跡地に関しては関連
した記載が抜けていたため、61ページ
「将来像②創造と交流の好循環」及び
66ページ「将来像⑪脱炭素化の推進」
の「主な取組例」に追記いたします。

17 57

主な課題として挙げられている
項目が、「遊びに利用できるス
ペースが十分ではない」「駐車
場の出入口が沿道に多数存在し
ている」などであり、「都心創
成川東部地区地区計画」
（R4.7.25変更）に記載される地
域計画の目標とは方向性が大き
く異なるように見受けられる。
ここに記載される課題や目標を
当計画にも反映させて、目標達
成に向けた取組の推進につなげ
ていくべき。

本方針はすでに決定されている地区計
画の内容も踏まえながら、ゾーン毎に
「主な課題」や「強化の考え方」、
「将来像と取組の方向」を記載してお
ります。



（２）意見の概要と札幌市の考え方
第５章 重点的に進める取組
意見
番号

該当
ページ 意見の概要 札幌市の考え方

18 59

東ゾーンの範囲は東２丁目より
東側であるように図示されてい
るが、「大通公園、創成川公園
の連続したみどりを創成川より
東側まで波及させる連続性のあ
る空間の創出」は、この東２丁
目より東側においてもみどりの
連続性のある空間を創出される
ことを検討しているのか。東１
丁目の事業のことを指すのであ
れば、例示すべきではない。

大通公園、創成川公園の連続したみど
りを創成川より東側まで波及させる連
続性のある空間の創出は、東2丁目以
東においても推進していきたいと考え
ております。

19 67
環境保護にもつながるため、路
上駐車や車を減らす方策を示す
べき。

大通での路上駐車は、ご指摘の観点の
ほか、街区・道路・公園の一体的な活
用等の観点でも課題と考えております。
具体の施策については、今後検討して
まいります。。

20 67 ゴミが落ちているなど利用客の
マナーが悪い。

本方針は大通及びその周辺のまちづく
りの方向性を示す方針として取りまと
めているため、具体の施策につきまし
ては今後、個別に検討してまいります。
大通公園の在り方の検討につきまして
は、本方針の内容も踏まえながら、頂
戴したご意も参考に今後検討してまい
ります。

21 68

象徴的空間の創出について、過
去の検討会の中で、オープンス
ペースの連続性を創出し、沿道
のビルのにぎわいを取り込む方
法として、地下のオープンス
ペースである「サンクン広場」
が提案されていたが、100年先を
見据えた象徴的な空間の創出と
いう観点から有効であるため、
今後の検討に加えた方が良い。

大通・創世交流拠点における象徴的空
間の創出に向けては、当面の取組とし
て掲げた、大通公園東側や、大通公園
と札幌市時計台をつなぐオープンス
ペースの創出に当たり、検討会におけ
るご意見も参考に検討を進めていきま
す。

22 69

過去の検討会の中で、大通公園
の東西の連続性を妨げているも
のが「階段状になっているテレ
ビ塔の基壇部」という意見もあ
り、基壇部の解消が空間的に連
続するために有効であるため、
100年先を見据えた象徴的な空間
形成にとって、テレビ塔の建替
えも検討に値すると考える。

本方針はまちづくりの考え方を示すも
のであり、個別の施設の計画までは記
載しておりませんが、テレビ塔の価値
の維持・向上が図られることは、まち
づくりの観点からも重要と考えており、
68ページ「1）大通・創世交流拠点に
おける象徴的空間の創出」などにさっ
ぽろテレビ塔の記載を加えました。今
後、さっぽろテレビ塔等との連携を考
慮した「象徴的空間の創出」に取り組
んでいきたいと考えております。
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（２）意見の概要と札幌市の考え方
意見
番号

該当
ページ 意見の概要 札幌市の考え方

23 69

「西側の活力を東ゾーンへつな
げ、さらには豊平川まで引き込
んでいくことが課題となってい
ます」とあるが、中央小学校か
ら東側については、現状では再
開発の余地が少ないため、西側
の活力を豊平川まで引き込むこ
とは現実的とは思えない。
低未利用地の多い東５丁目まで
を特に重点的に施策を進めてい
くエリアとして、土地の高度利
用、多様な機能が複合化した質
の高い複合市街地の形成を目指
すべき。
市民等と協働でまちづくりを進
め、地区計画を実現するために
は、エリアを広げすぎず、土地
所有者に対して方針、計画とと
もに何を行うべきかをわかりや
すく示していくことが重要。

創成川より西側の活力を東ゾーンへつ
なげ、さらには豊平川まで引き込んで
いくことが望ましいと考えており、個
別の開発の機会を捉えるほか、地域と
連携した道路空間の利活用や、地域主
体のまちづくり活動によるにぎわい創
出などに取り組んでいきたいと考えて
おります。

24 69

大通公園を中心とした東西方向
へのまちづくりの波及を進める
ため、分断要素となっている創
成川に、たとえば、ペデストリ
アンデッキや人が集まれるよう
な新たなオープンスペースの設
置等について検討すべき。

本方針は大通及びその周辺のまちづく
りの方向性を示す方針として取りまと
めているため、具体の施策につきまし
ては今後、個別に検討してまいります。
大通・創世交流拠点における象徴的空
間の創出や、創成川より西側のにぎわ
いを東側まで波及させる連続性のある
空間の形成については、頂戴したご意
見も参考に検討してまいります。

25 69

地下鉄大通駅と地下鉄バスセン
ター前駅をつなぐ地下通路につ
いて、途中で地上へ上がるため
のエレベータが少ない。
バリアフリーの観点からも重要
なため、対応について検討すべ
き。

ご指摘のとおり、地上と地下の移動経
路のバリアフリー化は重要であると認
識しているため、将来像の一つに「ユ
ニバーサルなまち」を掲げております。
今後、建替などに合わせて、エレベー
ターの設置も含めた地上と地下の往来
時の利便性の向上に取り組んでまいり
ます。

26 69

創成川の西側は土日の道路渋滞
が顕著であるため、創成川の東
側に駐車場を整備し、渋滞解消
につなげていくというアイデア
もあると思った。

本方針は大通及びその周辺のまちづく
りの方向性を示す方針として取りまと
めているため、具体の施策につきまし
ては今後、個別に検討してまいります。
今後、都心全体の交通量も考慮しなが
ら、頂戴したご意見も参考に検討して
まいります。



（２）意見の概要と札幌市の考え方

第６章 取組の推進にあたって
意見
番号

該当
ページ 意見の概要 札幌市の考え方

29 74

所有建築の建替えを検討してお
り、本方針との整合を図りなが
ら、公益性のスペース等をうま
く活用し、容積率の緩和につな
げたいと考えているため、事業
者側への支援も検討してほしい。

本方針の将来像に実現に当たっては、
公共的空間を屋内外で創出していくこ
とが重要と考えております。
今後、頂戴したご意見も参考にしなが
ら、容積率緩和などを含む開発支援策
について、適切に見直しを行ってまい
ります。

89

意見
番号

該当
ページ 意見の概要 札幌市の考え方

27 70

自転車・自動二輪車の駐輪対策
と景観を両立させた取組として
以下の内容を要望する。
①既存の大通公園西5・6丁目の
駐輪場のような、整然と区切ら
れている駐輪場を拡充する。
②自動二輪車(全排気量対応)の駐
輪場を同様に公園内・周辺部に
整備する。
③短時間無料などの柔軟な料金
体系によって利用率を向上させ、
公園利用の好循環を創出する。

本方針は大通及びその周辺のまちづく
りの方向性を示す方針として取りまと
めているため、具体の施策につきまし
ては今後、個別に検討してまいります。
今後、周辺街区と連携した放置自転車
対策の推進などについて、頂戴したご
意見も参考に検討してまいります。

28 71

地域の取組の連鎖を進めるため
に、東ゾーンにおいても土地所
有者等に何を求めるのかを、本
方針に明確に示すことが重要。

本方針の実現に当たっては、土地所有
者等のみなさまと方針に沿ったまちづ
くりを協働で進めて行く必要があるこ
とから、札幌市では、本方針の周知啓
発を積極的に図るとともに、東ゾーン
の皆さまも含め、まちづくり勉強会な
どの地域主体の取組に積極的に参加し
てまいります。
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